
疾患分類 傷　病　名 平成29年11月 平成29年12月 平成30年1月 平成30年2月
気管支喘息 342 374 341 319
食物アレルギー 322 314 338 322
アトピー性皮膚炎 141 153 138 146
アレルギー性鼻炎 58 66 58 101
花粉症 4 8 19 101
スギ舌下免疫療法 0 23 18 21
じんま疹（皮膚描記性じんま疹） 18(2) 23 22(2) 19
食物負荷試験 25 33 26 29
アレルギー性胃腸炎・好酸球性胃腸炎 2 0 0 1
アレルギー性結膜炎 2 2 1 4
口腔アレルギー症候群 0 2 0 3
溶連菌感染症 12 16 7 18
百日咳 0 0 0 0
水痘 2 5 7 4
帯状疱疹 0 0 0 0
突発性発疹症 3 3 3 1
インフルエンザＡ型 5 21 67 18
インフルエンザＢ型 0 4 71 91
インフルエンザ疑い 0 2 0 0
アデノウイルス（咽頭結膜熱） 6 7 7 0
カポジ水痘様発疹症 2 2 1 1
ヘルペスウイルス湿疹・口内炎 0 1 1 0
おたふくかぜ 1 2 0 0
手足口病 1 0 0 0
伝染性紅斑 0 10 5 2
ヘルパンギーナ 0 0 0 0
カンジダ症(口腔、外陰部） 1 1 1 0
急性中耳炎 3 5 4 2
急性鼻咽頭炎（かぜ） 179 186 142 177
急性咽頭炎 7 5 3 3
急性扁桃炎 2 2 1 4
急性肺炎(マイコプラズマ肺炎） 5 6 1 3
ＲＳウイルス肺炎・気管支炎 10 3 0 3
急性声門下喉頭炎(クループ） 24 29 31 27
急性気管支炎 11 16 15 13
副鼻腔炎 20 18 13 11
喘息性気管支炎 2 2 2 0
細菌性胃腸炎 0 0 0 0
サルモネラ腸炎 1 0 0 0
キャンピロバクター腸炎 0 0 0 0
急性胃腸炎 13 58 41 27
便秘症 17 18 20 18
膿痂疹性湿疹（とびひ） 5 5 3 10
湿疹・皮膚炎 101 94 100 85
紅斑症 1 3 0 0
皮脂欠乏症 39 29 32 30
伝染性軟属腫 4 3 5 4
虫刺性皮膚炎 1 0 0 0
汗疹 0 0 0 0

皮膚疾患

感染症

コメント：【感染症】インフルエンザＡ型/B型が流行していました。B型が主になってきました。３月に入り減ってきました。感染した
場合は、高熱、寒気、頭痛、倦怠感、鼻水、咳、腹痛、下痢、吐き気、嘔吐などの症状があります。予防対策として、ウイルスを
移さないようにタオル、ドアノブ、マスクを捨てたごみなど注意してください。また、うがい、手洗いをこまめにしてください。溶連菌
感染症も多いため注意してください。【アレルギー疾患】食物アレルギーの生活管理指導・除去食指示書など診断書を提出する
時期となってきましたので、早めに外来受診をお願いいたします。【スギ花粉症】3月からスギ花粉が本格的に飛び始めました。
マスク、ゴーグルなど花粉症対策と目薬、抗ヒスタミン薬、点鼻ステロイド薬などで乗り切りましょう。【スキンケア】空気が乾燥し
てきました。肌が乾燥するとかゆくなり、ひっかいて皮膚を傷つけて湿疹が悪化します。こまめに保湿剤を毎日塗って予防しま
しょう。

呼吸器疾患

消化器疾患

アレルギー疾
患


